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2023年4月～2024年3月

佐伯米子「かのこゆり」

震災地人口調査記念の銀杯（底部）

堀潔「新設の新宿マーケット」

母キク、夫緑敏と

『放浪記』『続放浪記』
改造社　昭和 5年（1930）

本を読む芙美子

歌川広重  「有卦絵」  安政５年（1858）
稲荷鬼王神社節分祭  福枡と福豆

佐伯祐三が曾宮一念に贈ったイーゼル



開館・休館日カレンダー　2023.4～2023.12（予定）

新宿の画家たち

　　　　　　　　　　　4 月 22日 ( 土 ) ～ 6月 11日 ( 日 )

新宿には多くの画家が住み、特に落合の地域には洋画家の佐
伯祐三・米子夫妻や中村彝、曾宮一念らをはじめとする画家
たちが住居・アトリエを構えました。本展は、作品やデッサ
ンに加え、ゆかりの品々、画家の書いた手紙や書籍などを見
ていきます。暮らしや交流関係なども含め、作品からだけで
は見えにくい画家自身の姿を探っていきます。

震災からモダン都市・新宿へ
　　　　　　　　　　　

7 月 1日 ( 土 ) ～ 9月 3日 ( 日 )

令和５年（2023）は、大正 12 年（1923）におこった関東
大震災から 100 年にあたります。現・新宿区地域の被害は
あまりなく、東京の西部にある新宿はその後大きく発達し
ました。博物館所蔵の大震災関連、その後の復興のようす
を表した資料を紹介します。

生誕 120 年記念　林芙美子展

  9 月 24 日 ( 日 ) ～ 11 月 26 日 ( 日 )

令和 5 年 (2023) は、新宿を代表する作家のひとり、林芙美
子の生誕 120年にあたります。本展は、芙美子の新宿時代を
中心に、遺された原稿・草稿、書簡、初版本、遺愛品、写真
などを通して、林芙美子を様々な側面から見ていきます。現
代にも通じるメッセージを発信し続けた林芙美子の魅力を紹
介します。

歳時記　暮らしの中の祈り

昔からある風習や年中行事には、豊かな暮らしや子ども
の成長などを願う人々のさまざまな祈りがこめられてい
ます。本展では、所蔵資料や写真、長らく新宿に暮らす方々
の回想などをたよりに、新宿区の多様な暮らしの歳時記
を紹介します。

令和 6年 3 月 23 日（土）～ 6月 16 日（日）（予定）
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